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令和 5 年度 第 4回能勢町地域公共交通会議 議事録 
 

令和 6年 2 月 26 日（月） 午前 10時 00 分～午前 11時 15 分 

淨るりシアター 小ホール 

（18 名中 16 名） 

猪井 博登、葉 健人、内田 雅之、野津 俊明、暮部 光昭、石崎 宏司、 

森畠 正己、奥畑 司、横井 琴江、信田 政子、八木 キヨミ、看舎 邦亮、 

板垣 修次、藤原 伸祐、寺内 啓二、百々 孝之 

（2名） 

中村 洋一、小谷 繁 

 

川西市 土木部交通政策課 大村課長  

猪名川町 まちづくり部都市政策課 前田課長 

3 名 

（1）妙見口能勢線の代替交通に係る運賃案の決定について 

（2）地域公共交通計画及び乗合タクシーの進捗状況について 

（1）地域公共交通計画の一部改訂について 

（2）交通空白地有償運送（能勢町社会福祉協議会）の更新申請について 

 

会長）

 

 

 

 

 

 

 

事務局） 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

 

 

 

 

■開会 

■資料確認、傍聴報告 

 

■会長挨拶 

昨年末の会議において、町内のバス路線である妙見口能勢線の代替交通の運行及

び乗合タクシーの本格運行について、協議が調ったところである。本日は路線バ

ス西能勢線と乗合タクシーについて、国の補助金を活用するに当たり、地域公共

交通計画の一部改訂をさせていただきたい。また、交通空白地有償運送について

も協議させていただく。 

それでは、議題に入る前に、本日の出欠状況の報告を事務局よりお願いする。 

 

■出席状況の報告 

本日は、18 名中 16名の委員にご出席いただいている。なお、議題 1の地域公共

交通計画の一部改訂に当たり、路線バス西能勢線の沿線市町である川西市交通政

策課大村課長、猪名川町都市政策課前田課長にお越しいただいている。 

以降、議事進行については、議長である副会長にお願いする。 

 

能勢町を含む北大阪エリアでは、この 3月に北大阪急行が千里中央から箕面萱野

まで延伸されるだけではなく、箕面市域を中心に阪急バスも大きく路線を変更さ

れることから、交通環境も変化する。今後も公共交通を維持していくために、国

の補助金の申請を行っていくということで、議論をさせていただく次第である。

是非、皆さんから忌たんのないご意見をいただきたい。 
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副会長） 

 

委員） 

副会長） 

事務局） 

副会長） 

委員） 

委員） 

■議題 

協議事項 

※事務局より資料 1-1，1-2 について説明 

 

何かご意見やご質問はあるか。 

 

資料 1-3 と 1-2 において地域公共交通計画について記載していただいている。能

勢ささゆり学園については、義務教育学校（小学校課程から中学校課程までの義務

教育を一貫して行う学校）に移行しているので、その辺りの文言についても修正い

ただいている。スクールバスの活用ついて、継続して検討を行う旨が計画上は記載

されているが、過去に、住民公募委員からの意見により、本会議の中で協議をされ

た経過があったが、事務局で整理されたものがあれば、ご説明いただきたい。 

 

いかがか。 

 

令和 4 年 3 月の本会議において、スクールバスの住民利用について検討したとこ

ろである。スクールバスは、地域の交通資源として捉えることができる一方で、実

際の活用に当たっては、登下校時に合わせた運行などによる制限の問題や、住民が

利用する上で、児童や生徒の安全確保の対策が必要だという課題があった。また、

同年 7 月から乗合タクシーの運行が開始されるという状況であったので、直ちに

スクールバスの活用を検討するのではなく、乗合タクシーの検討を第一に進めて

いき、状況が大きく変わった場合に改めて検討してはどうかという結論に至った。

本件については、住民の皆さんにも令和 4 年 9 月号の広報誌で周知したところで

ある。今後、活用に向けた検討を行わないということではないことから、今回の計

画の改訂に当たっては修正や追記を行っていないという経緯である。 

 

このような整理でよいか。 

 

了承した。 

 

資料 1-1 の補助金の活用については、2つの補助金「地域間幹線系統確保維持費国

庫補助金」及び「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金」の記載がある。補

助金の活用に当たっては、令和 2年 11 月に「地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律」が改正され、地域公共交通計画の作成及び計画における補助系統等の位

置付けが補助要件となっており、地域公共交通計画の一部改訂を行うとあるが、こ

のように見直しを行うことで、この 2 つの補助金の対象となるという理解でよい

か。 
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副会長） 

 

委員） 

副会長） 

川西市 

交通政策課長） 

 

副会長） 

 

猪名川町 

都市政策課長） 

副会長） 

副会長） 

副会長） 

事務局） 

そのとおりである。 

 

資料 1-3、1 ページ目「課題④ まちづくりと連携した交通ネットワークの構築」の

テキストボックス内、「旧歌垣小学校の再編整備」についてであるが、旧歌垣小学

校は、令和 5年 4月から「能勢町ふれあいプラザ」になっているので、修正してい

ただきたい。（本編 34 ページも） 

 

ほかに何かあるか。 

路線バス西能勢線の地域間幹線系統補助の活用に当たって、事務局から説明があ

ったように、川西市と猪名川町の一部区域を運行しているが、能勢町のみが単独で

費用負担している路線であり、2市町においては地域公共交通計画に位置付けない

という整理でよいか。まず、川西市からご意見を伺いたい。 

 

先程、ご説明いただいた内容で問題ない。 

 

猪名川町はいかがか。 

 

 

先ほどご説明いただいた内容で問題ない。 

 

それでは、路線バス西能勢線の補助金申請については、2市町は地域公共交通計画

に位置付けず、今後も補助金申請を能勢町単独で行いたい。計画の修正事項と合わ

せて、異議はないか。 

 

（異議なし） 

 

また、今後、本計画の改訂に当たって、運輸局の指摘などにより、微修正などがあ

れば、対応について事務局に一任いただくということで問題ないか。 

 

（異議なし） 

 

この点に関しては何か追加はあるか。 

 

補助金の申請のスケジュールは、本年 6月末までに改めて交通会議を開催し、申請

書類について協議をさせていただく。なお、本日の会議で川西市と猪名川町におい

て、各市町の地域公共交通計画には位置付けず、補助金も申請されないことを確認

させていただいたので、6月の次回会議には、川西市と猪名川町には出席いただか

ない運用とさせていただく。 

 

（川西市 大村課長及び猪名川町 前田課長 退席） 
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副会長） 

副会長） 

副会長） 

 

 

 

 

 

 

事務局） 

 

副会長） 

 

委員） 

 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

それでは、議事を進める。続いて、議題②妙見口能勢線の代替交通に係る運賃案の

決定について、事務局より説明をお願いする。 

 

報告事項 

 

※事務局より資料 2について説明 

 

何かご意見、ご質問はあるか。 

なければ、議題③地域公共交通計画及び乗合タクシーの進捗状況について、事務局

より説明をお願いする。 

 

報告事項 

 

※事務局より資料 3について説明 

利用者は若干少ない状況ではあるが、セイフティーネットの役割も担っているこ

とを踏まえると、地域の方々の生活を維持するためには外せないものである。何か

ご質問やご意見はあるか。 

公共交通カバー率について、計測に時間がかかるとのことだが、乗合タクシーの運

行エリアも含めるとおおむね達成しており、公共交通の財政負担金額の目標達成

などは今後考えていくという認識でよいか。 

 

ご指摘のとおりである。 

 

これからも、地域の皆様に利用促進を図っていきながら、状況を見て判断すべきか

と考える。 

 

私も能勢町に住んでおり、昨日に地元区の会合に出席した際に、区長から LINE で

いろいろと情報提供をいただいた。また、乗合タクシーを利用できない独居の方が

結構おられることを聞いた。事務局側で可能かどうかは分からないが、独居の方で

町外にお住まいのお子さんなどに乗合タクシーが運行していることや利用方法な

どをお知らせする仕組みができないかと思われるがいかがか。 

 

今のところ、乗合タクシーは能勢町にお住まいの方又は通勤されている方に限定

しているが、独居の方の支援をしている能勢町外に住まれているご家族にも利用

していただくということか。事務局、いかがか。 
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委員） 

 

 

副会長） 

 

 

事務局）

 

 

 

 

副会長） 

 

 

 

 

委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

事務局）

 

副会長） 

 

独居の親に対して、町外に住む家族が乗合タクシーの案内をできるようにすれば

よいのではないか。 

 

ご高齢のご両親から子どもさんにご案内を渡しては、というご指摘であったかと

思う。事務局、いかがか。 

 

利用状況については、当初の目標値とはかい離がある状況で、周知や啓発に関して

は必要であると認識している。ご指摘のとおり、乗合タクシーを必要としている方

に、このような制度が届くように、皆さまのご協力を得ながら周知をしていきたい

と考える。 

 

そういう意味では、このような役割を担っているのが、地域の民生委員・児童委員

や社会福祉協議会のケアマネジャー（介護支援専門員）となる。ケアマネジャーま

でいくと、交通案件となれば対応が難しいと思われるので、改めてこういった制度

があると、もう一度お知らせするのが良いかと思う。 

 

私も区長の立場でこの会議の委員に選んでいただいたが、最終的には区で周知し

ていくのが大きな役割である。毎月役員会を開催しているが、少数ではあるが能勢

町外にお住まいで、会合のときだけ地元に帰って来られる方もおられ、能勢町だけ

ではなく、全国どこにでもある状況かと思う。会合の場があるので、町の施策を資

料に基づき説明するなどして、会合の出席者から家族の方にも内容が伝わるよう

にすることも大事だ。周知は最終的には福祉的な組織による協力も必要であるが、

区で全体を賄うべきとも思っている。乗合タクシーをはじめ、路線バスも含めて、

公共交通を守っていくことは重要である。私個人としては、まだ 60 代なので車を

利用しているが、今後、運転免許返納などいろいろな問題が出てくる。何とか今の

能勢町の交通形態が残るようにしなければと思う。区長会や区の制度があり、住民

への周知は我々もやっていきたいので、町でもご協力をお願いしたい。 

 

先回しにはなるが、この話の流れで、先に資料 5のご説明をしていただいた方が良

いかと思う。 

 

※事務局より資料 5について説明 

 

各区長にもガイドブックを配布しているので、是非区民の皆さんにも紹介いただ

けたらと思う。3月の広報誌なのでもうすぐ配布する予定か。 

 

本日に区長へ配布する。 

 

他に何かあるか。 
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委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長） 

 

委員） 

 

 

副会長） 

 

社会福祉協議会） 

 

委員） 

 

事務局）

副会長） 

副会長） 

今回の達成状況としては、利用者の視点では達成していないが、利用促進を図る取

組については順調であると受け取った。ただ、「公共交通をみんなで創り、守り、

育てる意識の醸成」は、必ずしも行政側が一方通行で意識醸成を図るものとは違う

と思う。ここに記載しているところは、役場が住民への周知に取り組んだ件数と認

識している。先ほどの議論の中で、住民からも意識の醸成、利用促進や周知の手伝

いを行うことなどの心強いお言葉もいただいたので、次年度以降は、更に取組が広

がるように指標を達成するということ、活動が広がっていることを住民の皆さん

に知ってもらう意味で、その辺りも含めて、情報収集なり住民活動の支援も含め

て、幅広く捉えて取り組んでいただきたい。 

 

他に何かあるか。 

続いて、交通空白地有償運送の更新申請について、事務局より説明をお願いする。

なお、本日は申請者である能勢町社会福祉協議会のご担当者の方々にもお越しい

ただいている。 

 

協議事項 

 

※事務局より資料 4-1、4-2 について説明 

 

何かご意見、ご質問はあるか。 

 

確認だが、資料 4-1 の 3 ページについて、更新に当たり現在の運行内容から変更

がないとのことだが、運行において不具合はないという理解でよいか。 

 

社会福祉協議会、いかがか。 

 

不具合等はない。 

 

更新申請について、何年ごとに行うなどの決まりはあるのか。 

 

通常は 2年という定めだが、事故などがなければ、3 年間の更新となっている。 

 

他に何かあるか。先ほど委員もおっしゃっていたが、能勢町において、交通空白

地有償運送は、引き続き必要な移動手段であろうかと思う。それでは、交通空白

地有償運送の必要性と収受する対価について合意を得たい。皆様いかがか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、能勢町社会福祉協議会の更新申請について、本会議において合意が得



—7— 

 

 

 

 

副会長） 

 

 

事務局）

 

 

 

 

副会長） 

 

委員） 

 

 

 

 

事務局）

 

委員） 

 

 

 

副会長） 

 

 

 

会長） 

 

 

 

 

 

 

られたものする。この後、事務局において必要な手続きをお願いする。  

 

それでは、本日の議題については以上となる。 

今までの議論を踏まえて何かご意見などはあるか。 

 

今年度の会議は以上となる。来年度は、6月頃までに会議を開催させていただ

き、国補助金の申請書類について、合意を図らせていただく。また、公募委員以

外の委員におかれては、委員の 2年間の任期が 3月末で満了となるので、新年度

の早い段階で、改めて委員の委嘱の手続きをご依頼させていただきたい。 

 

その他、何かご意見はあるか。 

 

資料 5の公共交通ガイドブックについて、1ページにある公共交通空白地有償運

送の NPO 法人については現在休止中と記載されている。こちらを配布すると、住

民から再開の目途はいつかという質問が出るかと思う。現在、分かる範囲で説明

していただきたい。 

 

事業者の判断となるので、現時点でいつ再開されるかは確定していない。 

 

公共交通ガイドブックを拝見していて、分かりやすいと感じた。3月号の広報誌

に入れる方向で進められているということだが、今後作られるときは表紙に「保

存版」と表記してほしい。 

 

皆様、ご協力いただき、感謝申し上げる。 

 

ご審議いただき、御礼申し上げる。本年度最終の会議ということで、この 1年、

委員の皆さんにはご出席賜ってたくさんのご意見をいただき感謝する。 

最後に 1点、お願いがある。組織から選出されている委員の皆様で異動があれ

ば、引継ぎをお願いしたい。難しいということであれば、事務局から説明に上が

るので、ご連絡をいただきたい。 

本日の能勢町地域公共交通会議は、これをもって終了する。 

 以上 

 


